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【目的】生体適合性が高いと評価されるトリアセテート膜透析器のウェット・ドライ仕様

別による透析中の血液凝固能につい⊂比較検討した。 

【対象と方法】過3回の血液透析（ＨＤ）を施行している外来透析患者3名にウェット仕

様の TFW‐15（TFW）とドライ仕様の FB‐150U（ＤＲＹ）を 1 ヶ月使用し、各透析器のＨＤ

中の白血球数（ＷＢＣ）、血小板数（Ｐｌｔ）、ヘパリン非投与下の全血凝固時間（ＡＣＴ）、

トロンビンアンチトロンビンⅢ複合体（ＴＡＴ）、血小板活性としてβ‐ＴＧ、ＰＦ‐4（ｒａｔｉｏ）

の推移を比較した。各透析器の洗浄後に残留する微粒子は水質管理モニターの

MILPA にて計測した。 

【結果】ＨＤ開始30分時のＷＢＣは各透析器ともに低下した。TFWの 30分時のPltは

開始時に比し有意に低下した（ｐ＜0.05）。DRYのＨＤ開始のＡＣＴは 104.3±6.3 s から

30 分時の透析器出口では 84.3±5.3s と抵下したが（p<0.03）、ＴＦＷのそれは 104.7±

1.7s、88.7±1.7ｓとなり有意差は認められなかった。ＨＤ中のＴＡＴの上昇では仕様別

による差はみられなかったが、ＴＦＷ使用時のそれは抑制傾向を示した。ＴＦＷ使用時

のβ‐ＴＧはＨＤ中漸減し、240 分時には開始時に比し有意に低下した（ｐ＜0.01）。開

始時を 1 としたＴＦＷ使用時のＰＦ‐4 の ratio は 30 分時で 2.79、240 分時においても

3.10 となり、ＤＲＹに比し血小板活性は抑制傾向を示した。生食水１L 洗浄後の TFW

内の微粒子数は 850 個 / L であり、2L 洗浄のＤＲＹと同量となった。ＤＲＹの 1L 洗浄

においては有意差が認められたＡＣＴも 2L 洗浄を施すことでその短縮は認められな

かった。 

【結論】トリアセテート膜とした同一素材の透析器においてもWet typeのTFW‐15使用

時は DRY type とした FB‐150U の使用時に比し、ＨＤ中の血液凝固能亢進は抑制さ

れた。またこの亢進には透析器内の残留物の関与が示唆された。 

 


